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資
格
講
座

社
会
人
に
人
気

・・

士
松
本
地
域
で
、
労
務
指
導
や
社

会
保
険
の
管
理
な
ど
に
携
わ
る
社

会
保
険
労
務
士

（社
労
士
）
の
資

格
取
得
を
目
指
す
人
が
増
え
て
い

る
。
厳
し
い
社
会
情
勢
が
続
く

申
、
労
使
紛
争
な
ど
雇
用
問
題
ヘ

の
対
処
で
社
労
士
の
需
要
と
役
割

が
増
し
て
い
る
か
ら
だ
。
県
社
会

保
険
労
務
士
会
中
信
支
部
会
員
は

本
年
度
、
新
た
に
Ｈ
人
を
加
え
計

１
４
２
人
と
な

っ
た
。
若
い
社
会

人
の
中
に
は
転
職
し
て
独
立
開
業

し
た
り
企
業
の
労
務
管
理
者
に
就

い
た
り
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。

中
信
支
部
の
新
規
入
会
者
は
年

間
数
人
と
い
う
時
代
も
あ

っ
た
が

平
成
１５
年
ご
ろ
か
ら
増
え
始
め
、

こ
こ
数
年
は
毎
年
１０
人
規
模
で
入

会
者
が
い
る
。
業
務
の
Ｉ
Ｔ
化
や

煩
雑
化
か
ら
年
配
者
の
退
会
も
ほ

ぼ
同
数

い
て
、
世
代
交
代
が
進

む
。
中
信
支
部
長
の
田
中
勇
司
さ

ん

（５５
）
は

「労
使
間
の
紛
争
解

決
、
未
然
防
止
が
重
要
な
役
割
に

な

っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

松
本
労
働
基
準
監
督
署
は
２３
年

度
に
労
働
相
談
２
７
８
８
件
を
受

け
付
け
、
う
ち
個
々
の
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
の
個
別
労
働
紛
争

人
気
の
高
ま
る
社
会
保
険

労
務
士
講
座
で
学
ぶ
社
会

人
ら
（丁
Ａ
Ｃ
松
本
校
）

労
働
組
合
を
持
た
な
い
中
小
零
細

・作
成
や
変
更
が
必
要
に
な
っ
て
い

企
業
で
、
解
雇
や
労
働
条
件
の
引
　
る
」
と
話
す
。

き
下
げ
な
ど
個
人
で
紛
争
解
決
を
　
　
各
種
の
資
格
取
得
講
座
を
設
け

迫
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お

る
Ｔ
Ａ
Ｃ
松
本
校

（松
本
市
城
西

り
、
和
解
交
渉
な
ど
解
決
手
続
き
　
１
）
は
、
２‐
年
８
月
に
社
労
士
講

の
代
理
業
務
が
増
え
て
い
る
。
田

座
を
開
講
し
た
。
開
講
時
よ
り
人

中
さ
ん
は

「労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
　
気
が
高
く
、
税
理
士
講
座
に
次
ぐ

を
避
け
る
た
め
、
多
様
化
す
る
労

受
講
生
の
多
さ
と
い
う
。

「労
働

関
連
法
、
社
会
保
険
制
度
に
無
縁

な
人
は
お
ら
ず
、
自
己
防
衛
と
し

て
知
識
を
深
め
る
女
性
も
多
い
」

畦

纂

襲

い
」
と
話
す
。

大
手
電
子
機
器
メ
ー
カ
ト
を
退

ダ
許
塵
澁

（５０
）
＝
松
本
市
蟻
ケ
崎
１
＝
は
．一

翌
剛
の
職
場
で
は
自
分
の
仕
事
が

社
会
に
ど
う
貢
献
し
て
い
る
の
か

実
感
が
持
て
ず
悩
む
時
期
が
あ

っ

た
」
と
振
り
返
る
。
現
在
は
土
日

も
な
い
仕
事
に
追
わ
れ
る
が

「
不

思
議
と
ス
ト
レ
ス
は
な
い
」
と
や

り
が
い
を
話
す
。


